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第 6回私の大字自慢
シリーズでお届けしています “私の大字自慢"。 高取町内 24

区の区長さんに大字の自慢話をしていただくページです。あん
なこと、こんなとこ、あらためて発見できるかも !?

区長さんの紹介

◎お名前 西田 公昭さん

◎趣 味 ゴルフ

◎人生の大きな出来事

京都から高取町に転居 したこと。 就職、結婚、

区長になったこと。

○下土佐つてどんなとこですか?

高取町―区のほぼ中央に位置し、土佐街道を中心にその東西に広がる

田園住宅地で、南にはなまこ山古墳の上に鎮守の神様、国府神社があり、

土佐街道には土佐恵美須神社が鎮座されています3人□は515人、202

世帯(H25.12月 )サラリーマン、商店、農家が混在していますも高齢者(65

歳以上)が約30%～ 40%を占めるご多間にもれず高齢化の大字で硯

○下土佐には何がありますか?

国府神社| 主ヽ佐の氏神様で4月 の祈年祭、7月 の半夏生祭、10月 の

本祭り (秋祭)11月 の勤労感謝祭を下土佐区で祀つています。また、国

府神社の分社である土佐恵美須神社は商売繁盛の神様で、毎年1月 10日

に初恵美須祭をこれい 主佐区で執レガ子ぃ、福笹は大字で作つて神主様

のお払いをうけ当日参拝される方に縁起物として販売していま硯 その

他当日は福引や屋台店も青年団や町内有志の団体のご協力で賑やかな

一日となりますじ祭典は薩摩大字の武村宮司さまの肝いりで執り行つてい

ま魂

○下土佐を自慢 &PRしてください !

土佐街道は城下町で昔の風1青を残した侍まいが多く、特に石川医院の

表門は高取城の城門を移設したもので現 また、毎年行われるようになっ

た「田丁家の雛めぐり」や「案山子めぐり」「高取城まつり」は土佐街道の

中心に位置し、その時々には観光客で大変賑わつています。下土佐の鎮

守の神様国府神社は、全国にア1社ある総社の1つで大不□の国では唯一

の神社ですじ開運を授かるパワースポットの神社としこ 近年、伊勢神

宮や出雲大社の式年遷宮に合わせて注目されるようになりました。皆さ

んも参拝して開運を授かってください。

○これからの下土佐は?

大字の高齢化が進む中、高齢者がリーダLとなって大字の活性化に取

り組んでいかなければと考えています。リーダニは高齢者の中でも比較

的若い人が適任だと思います8遊休農地や休耕田に珍しい野菜や花を植

えて町を訪れる観光客に提供するのも大字の取り組みのひとつにしたい

と思つていま硯

この社協だよりは、共同募金の配分金で作られています。     -1-
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第 7回私の大字自慢

区長さんの紹介

◎お名前 安田 元平さん

◎趣 味 読書 時代小説 伝記ものなど

◎人生の大きな出来事 ブロイラー養鶏で失敗 したこ

と。心臓のバイパス手術をしたこと。

◎ 夢  不□の心で大字の皆さんが手に手を取り合い、

安心平不□の村つくりをしたい。

○佐 田つてどんなとこですか ?

佐田の人□は100人ほどで29所帯。高取町では小さい大字ですが、面積はかなり広い所で現 高取町で唯一農地の基

盤整備ができた村です。野道もコングリート舗装が大字の皆さんの協力によってできました。

ふる里館 (/AN民館)も大字の1等場所に、各戸に100万円の寄付を頂き出来上がりました。佐田の春日神社の境内に東

明神古墳がありますも春日神社では毎年、春、夏、秋 (2回 )、 冬の5回神主さんが来て祭典をしていますじ秋の祭典には、

伊勢音頭をうたって提灯行列をして宮さんまで登って餅まきをします。12月 8日 にはイノコの祭りも行います。

春日神社 束明神古墳 (塚の明神)

○佐田を自慢&PRして<ださい !

佐田は“絆"の強い大字で■)何事によらず二致して猪の柵もできました。また青物の出荷も年寄や農家の皆さんでし

て頂いています。夏には、地蔵祭りも高取町内の皆さんにも来ていただき、店も出してにぎやかにやっています。また野道

舗装も大字の皆さん (非農家)も含めて協力してやって頂きました。自主防災に関しても大字総出で災害時の自主的避難

の訓練も行いました。佐田大字は江戸時代天領として徳川に管理された村で九 年貢も葵の紋を付けて荷車で五1条代宮

所に運びました。他の大字と違つていつしゅ独特の村です。

歩き

蜃

佐田大字で行われた自主防災訓練のようす

○これからの佐田は?

どんどん人□も減りました。また子供も小学生ア名と少なく高齢化も進む中、佐田大字としては若い人たちが、住みや

すい将来性のある村づくりをしてゆけるよう、努力することが大変大事だと思います。

佐田大字 (春日神社を望んで)

-2-     この社協だよりは、共同募金の配分金で作られています。



ご協力ありがとうございました !

一 般 募 金 1,033円
歳末たすけあい募金   847,927円

皆様から寄せられた募金は、

祉活動、住民全般を対象とする

用
諸

日

障

つ
つ
　
　
　
　
　
ヽ

囲
詢

昨

褥舌動、“馴 (児)福

、「住みよい地域づくり支援事業」助成申請の募集に8団体の応募がありました。

助成金交付‐事業決定1

赤い羽根共同募金による

『住みよい地域づくり支援事業』

「たかむち小学校からの募金」 「高取中学校からの募金」 「街頭 (店舗前)募金」

団 体 名 事 業 名

わくわくエンジェル 育児サークル わくわ <エ ンジェル

2 天の川実行委員会 楽 しい認矢□症予防

3 NPO法人 A&」 日豪国際友好親善協会 楽 しい英会話 レッスン

4 高取町ボランティア団体連絡会 町民への社会活動への参力□促進事業

5 観覚寺の活性化を考える会 ジャンボ雛作成

6 上子島老人会 えと雛づくり

ア ギネス会 ギネス広場の環境整備

8 清水谷区交流会 だんじり館雛作りと展示

12月 の共同募金委員会運営委員会で審査されました結果、“高.取町の住民自らが参力|す |る地域福
祉コミュニティの実現につながる活動である"と認められ、助成金が交付されること1子Ⅲll,|す||IⅢI
来年度も同様(公募する予定ですので、関心のある方はお問い合わせ<ださぃ。|  ■||■|||

◆問い合わせ先 :高取町共同募金委員会 事務局 壼0744-32-3‐865 111‐■■||

この社協だよりは、共同募金の配分金で作られています。



赤い羽根共同募金のつかいみち

近年、ボランティアやチャリティ活動と称して街頭募金活動をする、戸別訪間をして募金を募る、

ありもしない話をでっち上げたり、実在する有名な話題 (天災など)に便乗したりして金品を詐取す

る行為が報道されている今、私の募金はどこでどう使われているの ?と いう疑間をお持ちの方もおら

れると思います。そこで、高取町共同募金委員会が実施しています。『赤い羽根共同募金』について

改めてご紹介させていただきたいと思います。

赤い羽根共同募金は7書Jが高取町内で、3割が奈良県内で役立てられています。

◇ ここでは今年度、高取町内で助成されました内容について一部をご紹介させていただきます。

(助成については、高取町共同募金委員会において決定されます。)

1。 通学路注意喚起ステ ッカーの作成

高取町連合 P tt Aよ り要望を受けて、ステッカーを町内の電柱に貼ること

により、 ドライバーに注意を喚起し、通学の安全確保をはかる目的で作成し

ました。

2。 民生児童委員さんよりひとり暮らしの高齢者の方に手作り品のプレゼント

毎年敬老の日に合せて、民生児童委員さんが、“いつまでも

お元気でお過ごし下さいますように"と心を込めて手作りされ

た品をひとり暮らしの高齢者の方にプレゼントして下さつてい

ます。今年度は『かご』を作つて下さり、その材料であるPP
バンド (よ くダンボール箱などを縛つているテープ)の費用を

共同募金の配分金により助成しました。

3。 その他

高取町老人クラブ連合会による健民グラウンドの草刈り活動やひとり暮らし高齢者への

給食サービスの助成、高取町防犯ボランティア連絡協議会会員のボランティア保険料、そ

の他様々な福祉活動に役立てられています。この社協だよりも共同募金の配分金により作

成させていただいております。

皆様のあ.たたかいお気持ちを大切に使わせていただきます。

この社協だよりは、共同募金の配分金で作られています。



纂高取町老人グラブ連合会

養護盲老人ホーム『慈

ブ

問

一フ

訪

(平成25年 11月 28日 )

慈母園の皆さんと歌を通じて交流するこ

慈母園では20名の皆さんが待つてい

て下さいました。“四季の歌"や “ふるさと"、 “寒い朝"や “青い山脈"

など童謡や歌謡曲を披露し、その後は、交互に演歌など日頃の練習の

成果を披露し合いました。どの曲も一緒に□ずさんだり手拍子したり。

最後には大合唱となり、短い時間ではありましたがとても充実した楽

しい時間を過ごすことができました。慈母園の皆さんからも「年1回 と

言わず、年に2回、3回 と来てください |」 とお声を頂戴し、楽しんで

ぃただけたようでしたo皆さん、また一緒に歌いましよう |

年に1度の恒例行事として、

とを目的に訪間しています。

童謡グラブからは17名の参力□。

高市郡老人グラブ連合会研修会『老人大学講座』開催 !

平成26年2月 1日 、高取町リベルテホールで『老人大学講座』

を開催致しました。この講座は、高取町老人グラブ連合会と明日

香村老人グラブ連合会とが交互に主催し、研修と交流を目的に行

われています。今回は高取が主催し、高取より約280名、明日香

より約90名 の会員さんや来賓の方々にご出席頂き、会場はほぼ

満席となりました。

高市郡老人グラブ連合会橋本

修会長の挨拶に始まり、高取町

生涯学習重謡グラブによる合唱、

っづぃて、高市消防署より講師

をお招き し、AED(自 動体外式

除細動器)と心肺蘇生法の実演

をしていただきました。

扁再整翼奈思品墓墨婁倉体験

さらに、高取中学校の吹奏楽   噺舌′ノノノに小υ□U日

部の皆さんに特別ゲス トとして出演して頂きました。迫力のある

演奏と愉しい楽器紹介で、身体にも心にも響く素晴らしい演奏を

披露していただきヽ若いエネルギーが

演奏を通じて皆さんにも伝わつている

ょぅでした。途中ユニーグな、ゆるキヤ

ラ (?l)も登場し、会場も最高潮に

盛り上がりました。

その後、アンコールも飛び出し、大

盛況のまま研修会を終了しました。

この社協だよりは、共同募金の配分金で作られています。

層粟穆墓奎Z勇ぶ署3会

淑
凛
釧
キ
ヤ
ラ
ク
タ
ー
登
場
―

童謡クラブによる合唱

高取中学校の吹奏楽部
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高取町ボランティア団体連絡会だより

会長のあいさつ (天のり|1実行委員会 代表 野村 幸治)

日本は 2060年に人□構成が、60歳未満が 4,000万人、60歳以上が 4,000万人となる有史以

来人類が経験したことがない大きな地殻変動に見舞われます。古くから長寿は周囲に祝福され、

めでたいことと尊ばれてきました。それは「人生 50年」という世間の納得から生じた感慨でした。

「人生 50年」それが今で|よ「人生 80年」となり、「人生 100年」となる時代が来ようとしています。

長寿がお荷物にすらなるこの世の中で、他人の介添えなく自力で暮らせる「健康寿命」の延伸に

心がけて日常生活を送ることが、本人の幸せのため、家族のため、強いて言えば国のためになり

ます。病気・介護状態になる時期をできるだけ遅らせる「予防重視」への転換が必要です。

シニ|アが元気になる体験・交流ラリー

スタンプラリー全踏破 :「体験・交流ラリー修了証」交付&粗品進呈

土佐街なみを歩き13カ 所で「記憶や学習機能を刺激するエクササイズ」や「ライフサイクルゲー

ム体験」「手工芸体験」そして「ギャラリー見学」など、交流・体験を楽しむことで、結果として心

高取町ふれあいカロエ部NPO法人A&J日豪国際友好親善協会

天の川実行委員会より頂いた
お雛様の前でポーズをとるオ
ース トラリアの先生達

当 会 は、平

成16年 に海外

留学を希望さ

れ る 方 の サ

ポー トを目的

として設立 し

た小さな会で

す。オース ト

ラリアとの交

流 を 中 心 に、

今まで約200名 を派遣。小学生から70歳の

方まで、留学とホームステイのサポー トを

させて頂きました。また、オース トラリア

からの受入れは150名 を超え、平成22年 に

は奈良県からNPO法人としての認証を受けま

した。

昨年の受入れには高取町ボランティア団

体連絡会のメンバーにもこ協力頂き、オー

ス トラリアの方々はその温かいおもてなしに

感激しておられました。平成24年からは福祉

活動も展開し障がいを持つ子ども達のために

放課後等 デイサー ビス事業所「Comi∩ g

Home」 をオープンしました。4月 から|よ英

会話や異文化理解の教室も開く予定です。

これからも高取町の温かいおもてなしの心

を世界に伝えていきたいと考えています。

開催日時 :平成26年 5月 1日～ 31日
10:00-16:00 随時

開催場所 :土佐街なみ―帯 (約 lkm)

ふれあいカロエ部の皆様

高取町は「薬

の町」として有

名ですが、これ

と言つた特産品

がなく町興しの

為に何か作り上

げたいと、平成

14年 に有志10名で資本金を各自で出し合い

「高取町ふれあい力□工部」を開設いたしました。

先輩達 (老人会)が味噌作りを以前にさ

れておられたので、それをベースに黒大豆

100%の 「かぐや姫味噌」、3年間かかつた乾

燥玉葱「たかとり玉ちゃん」を開発、高血圧、

糖尿病に血液サラサラ効果がある。これら

を筆頭に昔ながらの小麦餅、他に10種類以

上作り町内外のイベン トに高取特産品とし

て参力□しながらおもてなしております。子

どもたちにふるさとを矢□つてもらいたいと

学校の食育活動『味噌作 り』や、その味噌

を使つた料理教室を地元の野菜たつぶりの

『こんだ鍋』を催事に振舞つたり心づくしの

活動を各地イベントで頑張つてます。“大切

にしたいふるさとの味健康的なふるさ

との味を大切にしています"

【連絡・問い合わせ先 容 0744-52-2000

参カロ無料
|

-6- この社協だよりは、共同募金の配分金で作られています。



,==町・明日薔村地露生活支援協
成年後見制度への取り組みについて

橿原市 ,‐ 高1取町・明日香村 地域生活支援協議会とは ?
障害のある人が安心して暮らせる地域づくりを目指して、生活する上で生じる問題を地域のさ

まざまな立場の人たちが集まつて話し合い、問題解決に向けて支援できるよう関係機関と連携し

協議しています。■

○当協議会は次の5つの部会で構成されています。

・権利擁護部会…… 障がいのある方の権利を守ることを目的とし、より理解を得るた

めに研修会や広報啓発活動に取り組んでいます。

・精神障がし嗜部会………当事者のみならず、当事者を支える家族の方をもサポートできる

よう、率直な意見や課題を話し合う場を設けています。

・就労支援部会………障がいのある方が就労するにあたり、必要な支援について方策を

打ち出すための体制強化に取り組んでいます。

・居住支援移動支援部会…障がいのある方が暮らしやすい生活を送るために、サービス事業

所や関係機関と連携し、模索・検討を重ねています。

・日中活動部会………医療ケアの必要な方への支援について、具体的な課題解決の方法

を話し合つています。

◇
‐現在、1権利擁護部会では、“成年後見制度"利用への理解を広める活動を行っています:‐ |

成年後見制度とは、障がいなどの理由で判断能力の不十分な方が預貯金を管理したりtl介護|

などのサ丁ビスや施設への入所に関する契約を結んだりする必要があつても、自分で―
判断|す・

ることができず(不利益な契約を結んでしまい、被害にあう恐れがあります。このような判断‐

能力の不十分な方々を保護し、法律的に支援する制度です。(こ の制度を利用するた.め には、

家庭裁判所に審判の申し立てを行う必要があります。)           . ・|‐

◇ 1成年後見制度へのご相談、お問い合わせは、高取町役場住民福祉課 (容0744-52・ 3334).

または生活支援協議会権利擁護部会 (部会構成員が在籍しています。高取町社会福祉協議‐

会窒07445213865)までお電話<ださい。
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内田区長   力強くおつしゃつておられました。

この社協だよりは、共同募金の配分金で作られています。     一アー

1饂鯰
昨年 12月、高取グリーンタウンに自治会が設立されました 1区長に就任されまし

た、内田守夫氏にグリーンタウンの今後の構想をお伺いしました。

『これからは住民の皆さんのご協力のもと、生活環境の向上、防災 0防犯、そして

住民相互の親睦融不□などを目指しています。また、行政と積極的に連携を取り合い、

住民の思いが

'舌

かされる住みよいまちづ<り を進めて行きたいと考えています。』と


